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表
紙
写
真
紹
介

◦
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
21
年
11
月
撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

眞
木
恵
子
さ
ん
（
樽
井
町
）

　

マ
ラ
ソ
ン
の
苦
手
な
わ
た
し
は
、
元
気
に
走

る
人
た
ち
の
姿
を
見
る
と
う
ら
や
ま
し
く
思
い

ま
す
。
わ
た
し
は
い
つ
も
応
援
で
す
が
、
今
年

も
ま
た
、
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
ね
。

１ 月
２ 火

３ 水 第２回豊川いなり寿司フェスタ（10:00〜豊川稲荷境内）
文化の日

４ 木
５ 金

６ 土 市民呈茶（10:00〜地域文化広場心々庵）
本宮まつり（7日まで本宮の湯周辺）

７ 日
８ 月
９ 火 	 	
10 水
11 木
12 金

13 土 市民呈茶（10:00〜地域文化広場心々庵）
すわ・食べにおいでん祭（10:00〜諏訪公園）

14 日
15 月
16 火
17 水 いいな、いなり寿司の日（11:00〜市役所１階ロビー）
18 木
19 金
20 土 市民呈茶（10:00〜地域文化広場心々庵）
21 日 トヨカワシティマラソン（10:30〜市野球場ほか）

22 月 豊川稲荷秋季大祭（23日まで豊川稲荷ほか）
いなり楽市（23日まで豊川駅周辺）

23 火 勤労感謝の日
24 水
25 木
26 金

27 土 一宮ウォーキング大会（9:00〜大ブロ会館から籰繰
神社まで）

28 日 宮路山もみじまつり（10:00〜宮路山第一駐車場）
29 月
30 火

11月 市民カレンダー ［11月１日〜30日］

No.1595
2010 11.1

広報「とよかわ」11月1日号は、
11月中旬から下旬の催しものなどを
お知らせしています。

火災と救急	 （9月）
火災 7件
救急 504件

豊川市消防署管内の発生件数

人口と世帯	 （10月1日現在）
総数 182,295人（＋19人）
男 90,730人（＋8人）
女      91,565人（＋11人）
世帯 65,872世帯（＋54世帯）

（　）内は前月比

犯罪発生状況［窃盗］	 （9月）
総数 145件（1,546件）
住宅侵入 14件（107件）
自動車関係 34件（449件）
自転車･オートバイ 67件（440件）
その他 30件（550件）
市内の発生件数。（　）内は1月からの累計。豊川警察署調べ

毎週金曜日午後0時15分から25分まで（再放送：午後
７時00分から10分まで）、市のイベント情報やお知ら
せなどを紹介しています。
※番組内容は変更する場合があります。

11月後半の番組表
19日 豊川の秋のまつりについて
26日 市民寄席
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「青い目の人形」と呼ばれた友情の人形のことを
知っていますか。
1927（昭和２）年、一人のアメリカ人宣教師
の呼び掛けによって、アメリカから日本へ約
13,000 体の人形が贈られました。人形は、当時
悪化していた両国の関係を改善し、国と国が仲
良くできるようにと願いが込められ、「友情の人
形使節」として日本各地の小学校などに届けら
れました。これは、今から 80年以上前に人形に
よってもたらされた友情の物語です。
今回の特集では、海を越えて人形によってもた
らされた友情が、時を越えて現在も受け継がれ
ていることを知り、互いの文化を理解し合うこ
とのたいせつさを今に伝えていることを紹介し
ます。
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人
形
が
日
本
に
贈
ら
れ
た
昭
和
二
年

当
時
の
日
米
関
係
は
、
ア
メ
リ
カ
で
移

民
問
題
に
よ
る
排
日
運
動
が
起
こ
る
な

ど
、
政
治
的
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
同
志
社
大

学
な
ど
で
神
学
を
教
え
た
経
験
が
あ
っ

た
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
シ
ド
ニ
ー
・

ル
イ
ス
・
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士
は
、
日

本
の
伝
統
や
文
化
に
深
い
理
解
と
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
日
米
関

係
を
深
く
悲
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士
は
、
ひ
な
祭
り

の
伝
統
を
持
つ
日
本
の
子
ど
も
た
ち
と

人
形
を
通
し
て
交
流
す
れ
ば
、
互
い
の

文
化
を
理
解
し
合
い
、
両
国
の
平
和
的

な
友
好
関
係
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
ア

メ
リ
カ
の
人
形
を
日
本
に
贈
る
文
化
交

　

愛
知
県
内
で
は
三
百
四
十
九
体
の
人

形
が
贈
ら
れ
た
記
録
が
あ
り
、
豊
川
市

内
の
小
学
校
で
は
、
豊
川
、
千
両
、
牛

久
保
、
国
府
、
一
宮
西
部
、
御
津
南
部
、

小
坂
井
東
小
学
校
の
七
校
に
、
人
形
が

贈
ら
れ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
形
交
流
に
よ
っ
て
結
ば

れ
た
互
い
の
友
情
は
、
そ
の
後
の
太

平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
一
度
は
引
き
裂
か

れ
、
ほ
と
ん
ど
が
敵
国
の
人
形
と
し
て

処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
現
在
九
体
の
人
形
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
市
内
で
今
も
人
形
が

残
さ
れ
て
い
る
の
は
御
津
南
部
小
学
校

の
人
形
「
ヘ
ル
ン
」
だ
け
で
す
。

　

人
形
が
つ
な
い
だ

　

新
し
い
形
の
交
流

　

今
も
市
内
に
残
る
人
形

　

人
形
が
贈
ら
れ
た
学
校
や
幼
稚
園
で

は
人
形
の
歓
迎
会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

洋
服
姿
の
人
形
の
中
に
は
、
抱
く
と
目

を
閉
じ
「
マ
マ
ー
」
と
声
を
出
す
も
の

も
あ
り
、
当
時
の
和
服
姿
の
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
初
め
て
見
る
も
の
で
、
と

　

青
い
目
の
人
形
は
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
友
情
の
証
と
し
て
贈

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
数
多
く
贈
ら
れ
た
人
形
は
今
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
こ
の
豊
川
市

に
も
友
情
の
人
形
の
足
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

流
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
親

交
の
あ
っ
た
渋
沢
栄
一
氏
の
協
力
で
、

文
部
省
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本

全
国
の
小
学
校
や
幼
稚
園
へ
人
形
を
贈

り
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
人
形
の
数
は
、
実
に

一
万
二
千
七
百
三
十
九
体
に
及
び
、
民

間
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、
国
と
国

と
の
文
化
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

人
形
が
贈
ら
れ
た
時
代

青い目の人形を抱く市内の子ども

て
も
喜
ば
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
本
か
ら
も
お
礼
を
し
よ

う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
答
礼
人
形

と
呼
ば
れ
る
日
本
の
人
形
五
十
八
体
が

ア
メ
リ
カ
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
子

ど
も
た
ち
が
、
人
形
を
通
し
て
互
い
の

文
化
に
触
れ
合
い
、
そ
れ
ま
で
に
な
い

形
の
国
際
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

御津南部小学校の
人形「ヘルン」
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　そして、その人形がアメリカか
ら贈られたもので、日本とアメリ
カの友情の証であることを教わ
り、外国の方と仲良くなれた気が
しました。

元中学校教諭

夏目勝弘さん（蔵子）
西部中学校で青い目の人形を題
材にした英語の授業を始めたの
をきっかけに、現在も人形に関
する研究や関係者との交流を続
けている。

　当時、青い目の人形と
呼ばれた人形ですが、実
際に贈られたものの中に
は、青い目ではない人形
もありました。
　名前の由来は、当時、
流行した童謡「青い眼の
人形」と言われています。

人形を通して仲良く
なれた気がした

洋戦争中に敵国の人形として多く
の人形が処分される中、「人形に
罪はない」と考え、たいせつに残
そうとした人たちがいました。こ
の努力は、現代の子どもたちにも、
互いを理解することのたいせつさ
や平和の尊さを伝えています。
　民間人の努力によって友好親善
を願い行われた人形交流は、「草
の根民間外交の金字塔」と言える
でしょう。

　人形交流が行われた当時の日本
は、大不況の最中にありとても貧
しい時代でした。また、人々にと
って戦争が身近な時代であり、第
一次世界大戦の悲劇を目の当たり
にしていたギューリック博士は、
愛する日米両国が互いに理解し合
えるようにと人形交流を呼び掛け
ました。
　あれから 80 年以上がたった現
在では、それほど珍しくない交流
かもしれません。しかし、何もな
い時代だったからこそ人形交流は
意義深く、子どもたちに受け入れ
られたのでしょう。そして、太平

青い目の人形交流は
草の根民間外交の金字塔

石黒しんさん（御津町）
現在93歳で御津南部尋常高等小学校（現在
の御津南部小学校）に在校当時の青い目の
人形の記憶を、今に残す。

　青い目の人形を見たのは、私が
尋常高等小学校４年生の時だった
と思います。台の上に載せられた
人形を、みんなで順番に見せても
らいました。手にとって遊ぶこと
はできませんでしたが、何もない
時代でしたので、珍しい外国製の
人形を見て、驚きと感動を覚えた
ことをわずかに記憶しています。

人形歓迎会（御津南部小学校所蔵）
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　 エ ッ セ ン ド ン 小 学 校 の 友 だ ち か ら、 手
紙 や マ ス コ ッ ト を も ら い、 う れ し い で
す。 送 っ て く れ た ベ ジ マ イ ト は ぼ く た ち
の 知 ら な い 味 が し て 少 し び っ く り し た
け ど、 世 界 に は い ろ ん な 人 が い て、 い
ろ ん な 食 べ 物 が あ る こ と が 分 か り ま し た。
　これからは、オーストラリアについても
っと知りたいです。そして、ぼくたちが生
ま れ る 前 か ら 続 い て い る こ の 交 流 を、 後
輩 に も 続 け て い っ て ほ し い と 思 い ま す。

０
０
０

　

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
博
士
の
孫
の
ギ
ュ
ー

リ
ッ
ク
Ⅲ
世
さ
ん
は
、
祖
父
の
意
思
を

引
き
継
ぎ
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
当
時

の
人
形
が
残
さ
れ
て
い
る
小
学
校
な
ど

へ
、
新
し
い
青
い
目
の
人
形
を
贈
る
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、
御

津
南
部
小
学
校
と
桜
町
小
学
校
に
新
し

い
青
い
目
の
人
形
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

青
い
目
の
人
形
が
残
っ
て
い
る
御
津

南
部
小
学
校
で
は
、
平
成
二
十
年
か
ら

二
十
一
年
に
か
け
て
、
六
年
生
が
人
形

に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人

形
が
ど
う
し
て
学
校
に
贈
ら
れ
た
の

か
、
な
ぜ
残
さ
れ
た
の
か
を
考
え
、
青

い
目
の
人
形
の
こ
と
を
劇
に
し
て
全
校

児
童
に
見
せ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

  

新
し
い
友
情
の
人
形
と

  

受
け
継
が
れ
る
思
い

で
、
平
成
二
十
一
年
三
月
に
新
し
い
友

情
の
証
と
し
て
人
形
「
リ
ー
サ
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
平
和
の
尊

さ
や
互
い
を
理
解
す
る
こ
と
の
た
い
せ

つ
さ
を
、
今
も
児
童
た
ち
の
心
に
残
し

て
い
ま
す
。

　

友
情
の
人
形
交
流
か
ら
八
十
年
以
上
が
た
っ
た
現
在

も
、
人
形
交
流
の
精
神
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
現
在
の
国
際
交
流
の
取
り
組
み
の
中
に
も
、
そ
の

精
神
は
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

御津南部小学校での「リーサ」歓迎会

いつまでもこの交流を続けていってほしいです

エッセンドン小学校からの手紙に返事を書いています

桜町小学校 6年2組

松山剣士さん
ベジマイト桜町小学校へ送られた交流の箱
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桜
町
小
学
校
に
は
、
平
成
八
年
に
学

校
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
新
し
い

青
い
目
の
人
形
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
桜

町
小
学
校
は
、
人
形
交
流
を
研
究
し
た

夏
目
勝
弘
さ
ん
の
母
校
で
、
ギ
ュ
ー
リ

ッ
ク
Ⅲ
世
さ
ん
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、夏
目
さ
ん
の
橋
渡
し
で
人
形「
ス

  

桜
町
小
学
校
の
人
形
と

  

現
代
版
人
形
交
流

ザ
ン
ナ
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桜
町
小
学
校
で
は
十
五
年
ほ

ど
前
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
エ
ッ

セ
ン
ド
ン
小
学
校
を
フ
レ
ン
ド
校
と
し

て
、
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
児
童
が
書
い
た
手
紙
や
マ
ス

コ
ッ
ト
、
学
校
の
紹
介
冊
子
、
絵
本

な
ど
、
そ
の
国
の
文
化
や
学
校
の
様
子

な
ど
が
分
か
る
も
の
を
児
童
た
ち
が
考

え
、
箱
に
入
れ
て
交
換
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
国
際
理
解
の
た
め
に
授
業
で

活
用
し
た
り
、
送
ら
れ
た
手
紙
に
返
事

を
書
い
た
り
し
て
、
交
流
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
現
代
版
人
形
交
流
と
も
言
え
る

取
り
組
み
が
現
在
も
続
き
、
今
年
も
桜

町
小
学
校
に
交
流
の
箱
が
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

桜町小学校の「スザンナ」

ズワールドサマースクールなどの青少年交流などを
行い、文化交流や相互理解を深めています。
　お互いの文化を理解し合おうとした人形交流の精
神をたいせつにし、今後もさ
まざまな文化交流を進めてい
きたいと考えています。

　青い目の人形交流が行われた当時は、外国人を
見ることも珍しい時代でした。ましてや外国の人
形を見ることは当時の小学生にとって大変貴重な
経験だったでしょう。そういった時代に、力を合
わせて実現させた人形交流は、互いの友情を芽生
えさせるものでした。
　今や時代は移り変わり、グローバル化、ボーダ
レス化が進み、自由に海外へ行くことができるよ
うになり、この地域にも多くの外国人が暮らす世
の中になりました。そして、外国の人たちと直接
交流することができるようになりました。
　その一方で、共に安心して仲良く暮らせるよう
に、差別や偏見をなくし国や文化の垣根を越えて、
より一層、相互理解を深めることがたいせつです。
　豊川市国際交流協会では、季節ごとの交流会や
海外への親善訪問などの交流事業を行い、さまざ
まな国の人たちとの交流を深めています。また、
世界各国の文化を学ぶ講座や国際理解講座、キッ

キッズワールドサマースクール

これからも交流をたいせつに

豊川市国際交流協会 常務理事

鈴木清市さん

御津南部小学校の
人形「リーサ」
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三
河
国
分
尼
寺
跡
史
跡
公
園
で
、
五

回
目
と
な
る
「
天
平
ロ
マ
ン
の
夕
べ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

万
灯
の
ろ
う
そ
く
に
、
子
ど
も
た
ち

が
火
を
付
け
る
と
、
奈
良
時
代
の
建
築

様
式
に
復
元
さ
れ
た
朱
塗
り
の
中
門
な

ど
が
暗
闇
の
中
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
か
が
り
火
に
照
ら
さ
れ
た

中
門
前
で
は
、
伸
開
太
鼓
の
演
奏
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
万
灯
の
灯
り
に

包
ま
れ
て
、
天
平
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
る

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ク
ー
ル
受
賞
作
品
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
ご
み
収
集
車
と
比
べ
、
燃
費

は
約
十
四
㌫
向
上
し
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
は
約
十
二
㌫
減
少
し
ま
す
。
地
球

に
優
し
い
車
で
、
地
球
の
「
み
ら
い
」

を「
ま
も
る
」取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
ご
み
収

集
車
二
台
の
発
車
式
を
市
役
所
で
行
い

ま
し
た
。
ご
み
収
集
車
は
公
募
に
よ
っ

て
「
み
ら
い
ち
ゃ
ん
」
と
「
ま
も
る
く

ん
」
と
愛
称
が
付
け
ら
れ
、
車
体
に
は

市
内
の
小
学
生
の
ご
み
啓
発
作
品
コ
ン

　

市
消
防
本
部
で
は
、
赤
塚
山
公
園
で
、

第
三
十
回
豊
川
市
消
防
団
操
法
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
三
十
の
分
団
・
部
が

ポ
ン
プ
車
の
部
と
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の

部
に
分
か
れ
、
女
性
団
員
も
参
加
し
て
、

消
防
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
選
手
た
ち
は
汗
を
に
じ

ま
せ
な
が
ら
、
地
元
の
伝
統
と
誇
り
を

胸
に
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
の
部
で
優
勝
し

た
諏
訪
分
団
は
、
来
年
、
市
の
代
表
と

し
て
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

12日29日
地
球
に
優
し
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
ご
み
収
集
車

「
み
ら
い
ち
ゃ
ん
」
と
「
ま
も
る
く
ん
」
の
発
車
式

２３日
天
平
の
ロ
マ
ン

暗
闇
に
浮
か
ぶ
万ま

ん

灯ど

う

消
防
技
術
を
競
い
合
う

消
防
団
操
法
大
会
を
開
催



月

　

B
級
グ
ル
メ
の
祭
典
Ｂ

－

１
グ
ラ
ン

プ
リ
が
十
八
・
十
九
日
に
厚
木
市
で
開

催
さ
れ
、
い
な
り
寿
司
で
豊
川
市
を
も

り
あ
げ
隊
が
初
参
戦
し
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
を
食
べ
よ

う
と
、
二
日
間
で
約
四
十
三
万
人
が
会

場
を
訪
れ
、
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

豊
川
い
な
り
寿
司
は
、
作
り
手
や
売

り
手
が
休
む
間
も
な
く
大
盛
況
。
約

一
万
三
千
食
を
売
り
上
げ
、
箸は

し

に
よ
る

投
票
の
結
果
、
六
位
入
賞
と
大
健
闘
。

豊
川
い
な
り
寿
司
が
、
全
国
ブ
ラ
ン
ド

へ
と
ま
た
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

�ー広報とよかわ

１９日
「
豊
川
い
な
り
寿
司
」

Ｂ

－

1
で
六
位
入
賞

9
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赤
坂
町
内
会
は
、

東
海
道
五
十
三
次

の
三
十
六
番
目
の

宿
場
で
あ
る
赤
坂

宿
の
町
並
み
と
そ

の
周
辺
地
域
か
ら

町
内
会
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
赤

坂
宿
は
宿
場
と
し

て
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
現
在
、
戸
数

は
非
常
に
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
様
子

を
今
に
伝
え
る
格
子
戸
の
家
屋

や
旅は

た
ご籠

が
あ
り
、
宿
場
の
に
ぎ

わ
い
を
思
い
起
こ
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

平
成
十
三
年
の
東
海
道
宿
駅

制
四
百
周
年
を
機
に
、
か
つ
て

の
赤
坂
宿
に
軒
を
連
ね
た
旅
籠

な
ど
の
屋
号
や
施
設
の
名
称
を

書
い
た
手
作
り
の
行
灯
を
家
の

軒
先
に
置
き
、
明
か
り
を
と
も

す
「
赤
坂
宿
行
灯
ま
つ
り
」
が

町
内
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
祭
り
は
、
お
盆
前
の
一
週
間

を
利
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
一
番
暑
い
こ
の
時
期
に
、

夕
涼
み
を
兼
ね
て
東
海
道
を
歩

く
と
、
淡
い
光
の
向
こ
う
に
当

時
の
宿
場
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
赤
坂
宿
の
面
影
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
で
は
、
行
灯
の
設
置

の
ほ
か
、
歩
け
歩
け
大
会
や
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
な
ど
数
多
く
の

活
動
を
行
い
、
住
民
相
互
の
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
が
一
丸
と

な
り
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

行あ

ん

灯ど

ん

で
赤
坂
宿
の
面
影
を

今
に
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

団体名：赤坂町内会
代表者：中野政彦

九
十
二
人
の
会
員
が

元
気
に
ペ
タ
ン
ク
を
練
習
し
て
い
ま
す

　

ペ
タ
ン
ク
は
、
約
百
年
前
に

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
競
技
で

す
。
両
足
を
そ
ろ
え
て
投
球
す

る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
足
を

そ
ろ
え
る
と
い
う
意
味
の
「
ピ

エ
タ
ン
ケ
」
が
「
ペ
タ
ン
ク
」

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　

ペ
タ
ン
ク
は
、
空
き
地
と
ペ

タ
ン
ク
ボ
ー
ル
さ
え
あ
れ
ば
、

ど
こ
で
も
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。

体
力
も
そ
れ
ほ
ど
い
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
ゲ
ー
ム
で
は
、
適
切
な

戦
略
と
技
術
、
集
中
力
も
大
事

会
員
の
多
く
は
高
齢
者
で
す
が
、

元
気
に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
毎
年
十
回
ほ
ど

の
大
会
を
行
っ
て
お
り
、
県
内

の
大
会
に
も
数
多
く
参
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
市
内

の
三
チ
ー
ム
が
県
予
選
で
勝
利

し
、
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場

　

日
本
に
は
昭

和
四
十
年
代
初

め
に
伝
わ
り
、

豊
川
で
は
平
成

八
年
か
ら
愛
好

者
に
よ
っ
て
練

習
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
平
成

十
三
年
に
は
市

体
育
協
会
に
加

盟
し
、
現
在
は

九
十
二
人
の

会
員
が
い
ま
す
。

で
す
が
、
予
想
も
つ
か
な
い
一

発
大
逆
転
が
起
こ
る
面
白
さ
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
思
い
通

り
に
投
球
で
き
た
時
の
爽
快
感

は
格
別
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ペ
タ
ン
ク

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。 団体名：豊川市ペタンク協会

代表者：高木増美
ＴＥＬ：85－2709



完
成
さ
せ
る
ま
で
に
何
度
も
失

敗
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
本
番

で
成
功
さ
せ
た
時
は
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

組
体
操
を
通
し
て
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
も
の

を
作
り
上
げ
る
た
い
せ
つ
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

ぼ
く
た
ち
の
豊
小
学
校
で
は
、

毎
年
六
月
に
運
動
会
が
あ
り
ま

す
。

　

入
学
し
た
ば
か
り
の
一
年
生

に
六
年
生
が
一
生
懸
命
教
え
る

デ
ィ
ズ
ニ
ー
体
操
か
ら
始
ま
り
、

徒
競
走
や
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

午
前
の
部
の
最
後
に
は
、
地

域
の
踊
り
の
先
生
を
中
心
に
、

親
子
で
豊
川
観
光
音
頭
を
踊

り
ま
す
。
午
後
の
部
に
な
る
と
、

選
抜
リ
レ
ー
や
ぼ
う
し
取
り
な

ど
で
白
熱
し
、
最
後
に
組
体
操

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
組
体
操
は
、
五
・
六
年

生
が
一
カ
月
以
上
の
猛
特
訓
を

し
て
、
技
を
完
成
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
中
で
も
、
四
段
タ
ワ
ー

は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
高
く
、

豊小学校
スクールリポーター
６年２組
伊澤　惇さん

み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の 

た
い
せ
つ
さ
を
学
び
ま
し
た

10ー広報とよかわ

中根里映さん（18歳）

　

わ
た
し
は
、
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
で
、

外
国
の
人
と
も
交
流
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
英
語
が
苦
手
な
の
で
、
そ
れ
を

克
服
す
る
た
め
に
大
学
で
英
語
の
勉
強
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
海
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
る
空
港
で
働
き
た
い
で
す
。

　

休
日
な
ど
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
ま
す
。
将
来
の
た
め
に
接
客
の
経

験
も
積
み
な
が
ら
、
お
金
を
た
め
て
海
外
旅

行
に
行
く
の
が
目
標
で
す
。

　将来はドラマーかな。ミ
ッキーマウスマーチが大好
きなあおいちゃん。ママは
ピアノもがんばってほしい
な。

あおいちゃん
平成21年２月26日生まれ
森卓也・祐子さんの長女

　１さいになったりこちゃ
んは、まだまだいたずらが
大好き。戸棚の扉を開けて
はニヤリ。何をみつけたの
かな。

莉
り こ

子ちゃん
平成21年９月12日生まれ
小林大祐・史子さんの長女

このコーナーに登場するお子さんを募集しています。住所、氏名、電話番号を明記のうえ、写真とコメ
ントを秘書課わんぱくショット係（〒442-8601諏訪１－１）へ、お送りください。
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な
お
、
受
け
付
け
は
午
後
１
時
ま
で
で
、

小
雨
決
行
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
地
域
振
興
課
（
93

局
３
１
１
２
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、「
学
び
あ
い
」
の
機
会
を

増
や
し
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、「
豊
川
市
生
涯
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
自
分
の
能
力
や
特
技
な
ど

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
生
か
し
た

い
方
を
募
集
・
登
録
し
、
学
校
や
各
種

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
求
め
に
応
じ
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
紹
介
す
る
も
の
で

す
。

　

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
名
簿

一
覧
は
、
公
民
館
や
各
公
共
施
設
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
生
涯
学
習
課
（
88

局
８
０
３
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

内
容　
「
学
校
・
教
育
」「
生
活
全
般
」「
健

康
・
福
祉
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
」

「
遊
び
・
体
験
」「
芸
術
・
文
化
」
な
ど

利
用
で
き
る
方　

市
内
に
在
住
の
方
、

ま
た
は
市
内
に
拠
点
を
置
く
グ
ル
ー
プ

や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体

申
し
込
み　

①
希
望
す
る
指
導
・
支
援
・

学
習
内
容
②
学
習
形
態
③
対
象
④
日
時

⑤
会
場―

な
ど
を
生
涯
学
習
課
へ
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
営
利
活

動
、
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
な
ど
に
は

利
用
で
き
ま
せ
ん

そ
の
他　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
、
講

師
の
技
量
は
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
内
容

に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
の
条
件
に
合
っ

た
講
師
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の

募
集
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す

豊
川
市
生
涯
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
活
用
を

　中央図書館・ジオスペー
ス館はトヨカワシティマラ
ソン開催のため、11 月 21
日（日）は午後１時に開館
します。
　ご迷惑をお掛けしますが、
ご了承ください。

臨時休館のお知らせ
中央図書館☎85ー5536

一
宮
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催

秋
の
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

中央図書館

　

11
月
27
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、「
一
宮
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
一
宮
町
の
大
ブ
ロ
会
館

と
東
上
町
の
籰わ

く

繰ぐ
り

神
社
の
間
の
６
・
３

㌔
で
、
砥
鹿
神
社
の
ケ
ヤ
キ
や
、
大
和

の
大
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
巨
木
を
中
心
に

巡
り
ま
す
。

ウォーキングコース（総距離数 6.3km）

　

ま
た
、
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

な
ど
で
は
い
ろ

い
ろ
な
体
験
学

習
が
で
き
、
楽

し
い
催
し
も
あ

り
ま
す
。
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

の
ス
タ
ン
プ
を

た
め
る
と
参
加

賞
が
も
ら
え
ま

す
。

　

秋
の
１
日
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
な
が

ら
、
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

大和の大イチョウ砥鹿神社のケヤキ

Ⓑ
砥
鹿
神
社

Ⓒ
北
野
神
社

Ⓓ
大
和
の
大
イ
チ
ョ
ウ

Ⓔ
江
島
神
社

Ⓕ
籰
繰
神
社

0.5km

Ⓐ
大
ブ
ロ
会
館

0.5km 0.9km 2.7km 1.7km

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
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月
８
日
（
月
）
午
後
２
時
か
ら
文
化
会

館
で
開
催
し
ま
す
。

　

１
１
９
番
の
日
は
、
救
急
ダ
イ
ヤ
ル

ナ
ン
バ
ー
の
１
１
９
に
ち
な
ん
で
設
け

ら
れ
た
日
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
、
１
１
９
番
通
報
の
正
し
い
か

け
方
を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

慌
て
て
間
違
っ
た
内
容
を
伝
え
る
と
、

消
防
車
や
救
急
車
の
到
着
が
遅
れ
、
被

害
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
救
命
処
置
が

遅
れ
た
り
し
ま
す
。
落
ち
着
い
て
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
消
防
指
令
セ
ン
タ

ー
（〈
０
５
３
２
〉
51
局
６
７
０
１
番
）

へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
の
正
し
い
か
け
方

①
「
火
事
」
か
「
救
急
（
救
助
）」
か

を
正
し
く
伝
え
る
②
発
生
場
所
の
住
所

を
伝
え
る
。
住
所
が
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
近
く
の
目
標
に
な
る
も
の
を
伝
え

る
③
状
況
を
分
か
る
範
囲
で
伝
え
る
④

自
分
の
名
前
、
か
け
て
い
る
電
話
の
番

号
を
伝
え
る

き
く
さ
せ
な
い
」
環
境
を
作
る
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。

　

ま
た
、
古
く
な
っ
て
損
傷
し
た
消
火

器
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る
人
身
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
耐
用
年
数
が
過

ぎ
た
も
の
や
、
期
限
内
で
あ
っ
て
も
さ

び
て
腐
食
し
て
い
た
り
、
キ
ズ
、
変
形

な
ど
が
見
ら
れ
る
も
の
は
、
破
裂
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合

は
、
専
門
の
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部
予
防
課

（
89
局
９
６
８
２
番
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
法
被
通
園

　

保
育
園
の
年
長
組
の
園
児
が
「
火
の

用
心
」
の
法
被
を
着
て
通
園
し
ま
す
。

■
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
作
品
展

　

11
月
４
日
（
木
）
ま
で
、
ポ
ス
タ
ー

と
習
字
の
優
秀
作
品
を
プ
リ
オ
ホ
ー
ル

（
プ
リ
オ
ビ
ル
５
階
）
に
展
示
し
て
い

ま
す
。

■
防
火
教
室　

　

防
火
知
識
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

町
内
会
な
ど
グ
ル
ー
プ
を
単
位
と
し
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
防
火
大
会

　
「
第
24
回
豊
川
市
防
火
大
会
」
を
11

　
「『
消
し
た
か
な
』 

あ
な
た
を
守
る 

合
言
葉
」
を
統
一
標
語
に
、
11
月
９
日

か
ら
15
日
ま
で
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。　

　

今
年
８
月
ま
で
の
火
災
発
生
状
況
は
、

昨
年
の
29
件
の
約
１
・
５
倍
で
、
45
件

で
し
た
。
火
災
原
因
で
は
「
放
火
・
放

火
の
疑
い
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

放
火
は
人
の
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
に

危
険
を
も
た
ら
す
極
め
て
悪
質
な
犯
罪

で
す
。放
火
を
許
さ
な
い
た
め
に
は「
放

火
さ
れ
な
い
・
さ
せ
な
い
・
被
害
を
大

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る

無
料
相
談
会
・
説
明
会
を
開
催

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
通
常
の
放
送
が

平
成
23
年
６
月
30
日
（
木
）
に
終
了
し
、

放
送
終
了
の
お
知
ら
せ
画
面
の
表
示
を

経
て
、
７
月
24
日
（
日
）
正
午
か
ら
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全
移

行
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
総
務
省
愛

知
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
無
料
相
談
会
と
無
料
説
明
会
を
、

左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
「
地
デ
ジ
の
準
備
は
何
を
す
れ
ば
い

い
の
か
」
な
ど
個
別
の
質
問
に
つ
い
て

は
無
料
相
談
会
へ
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
全
般
に
わ
た
る
説
明
を
聞
き
た
い
方

は
無
料
説
明
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
省
地
デ
ジ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
０
５
７
０

－

07

－

０
１
０
１
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で

秋
の
火
災
予
防
運
動

区分 開催日 時間 会場名

無料相談会

12 月１日（水） 午前 10 時～午後４時 豊川市役所
12 月２日（木） 午前 10 時～午後４時 豊川市役所
12 月３日（金） 午前 10 時～午後４時 豊川市役所
12 月４日（土） 午前 10 時～午後４時 健康福祉センター
12 月５日（日） 午前 10 時～午後４時 ふれあいセンター
12 月６日（月） 午前 10 時～午後４時 一宮総合支所
12 月７日（火） 午前 10 時～午後４時 音羽文化ホール
12 月８日（水） 午前 10 時～午後４時 小坂井支所
12 月10日（金） 午前 10 時～午後４時 御津福祉保健センター

無料説明会 12 月２日（木）①午前 11 時～ 11 時 40 分
②午後 ２ 時～ ２ 時 40 分 豊川市役所
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植
物
か
ら
紙
を
作
ろ
う
！

三
河
天
平
の
里
資
料
館
☎
88
局
５
８
８
１
番

日
時　

11
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
▼
会
場　

三
河
天
平
の
里

資
料
館
▼
内
容　

史
跡
公
園
内
の
植
物

を
使
っ
て
紙
を
作
り
ま
す
▼
対
象　

市

内
の
小
学
生
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）
▼
定
員　

20
人
▼
会
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

11
月
10
日
（
水
）

か
ら
先
着
順
に
受
け
付
け
。
電
話
で
、

三
河
天
平
の
里
資
料
館
へ

す
わ
・
食
べ
に
お
い
で
ん
祭

都
市
計
画
課
☎
89
局
２
１
４
７
番

　
「
第
18
回
す
わ
・
食
べ
に
お
い
で
ん

祭
」
が
、
プ
リ
オ
ビ
ル
西
側
に
あ
る
諏

訪
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
（
雨
天
の
場
合

は
翌
日
に
順
延
）
▼
内
容　

代
田
・
南

部
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
お
食
事
コ

ー
ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
大
道
芸

い
の
ち
と
健
康
の
図
書
展

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

　

命
と
健
康
に
関
連
す
る
図
書
を
展
示

し
ま
す
。

期
間　

11
月
９
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で

（
休
館
日
を
除
く
）
▼
会
場　

中
央
図

書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

豊
川
さ
ん
の
食
育
ク
ッ
キ
ン
グ

と
よ
か
わ
子
育
て
ネ
ッ
ト

☎
０
８
０
ー
５
２
９
１
ー
９
２
７
３

　

地
産
地
消
を
取
り
入
れ
た
ク
ッ
キ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
９
日
、
16
日
の
木
曜
日
で

全
２
回
。
午
前
10
時
か
ら
午
後
０
時
30

分
ま
で
▼
会
場　

音
羽
生
涯
学
習
会
館

▼
定
員　

15
人
▼
会
費　

各
回
３
０
０

円
▼
申
し
込
み　

11
月
８
日
か
ら
22
日

ま
で
、先
着
順
に
受
け
付
け
。
電
話
で
、

と
よ
か
わ
子
育
て
ネ
ッ
ト
へ
▼
そ
の
他

　

託
児
（
10
人
ま
で
。
１
回
に
つ
き
１

人
２
０
０
円
が
必
要
）
が
あ
り
ま
す
。

電
話
で
、
と
よ
か
わ
子
育
て
ネ
ッ
ト
へ

第
２
回
食
育
キ
ッ
チ
ン
フ
ァ
ー
ム

農
務
課
☎
89
局
２
１
３
８
番

日
時　

12
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

御
津
生
涯
学
習
会
館
▼
内
容　

酪
農
の

話
と
豊
川
産
の
豚
肉
を
使
用
し
た
ウ
イ

ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
▼
対
象　

市

内
の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
▼

定
員　

16
人
▼
会
費　

５
０
０
円
▼
持

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

▼
申
し
込
み　

11
月
16
日
か
ら
25
日
ま

で
受
け
付
け
。
直
接
、ま
た
は
電
話
で
、

農
務
課
へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選

図
書
館
の
催
し

◦会場：おはなしのへや
◦定員：100人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

◦会場：音羽生涯学習会館児童室
◦定員：30人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

音羽図書館
☎80–1355

◦会場：児童コーナー
◦定員：30人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

御津図書館
☎56–3538おはなしやさん

11月27日（土）
午後２時〜２時30分
絵本の読み聞かせと手遊びなど

はっぴーたいむ
11月21日（日）
午前11時〜11時45分
絵本の読み聞かせなど

おはなしのとびら
11月11日（木）・18日（木）
午前10時30分〜11時
絵本の読み聞かせとパネルシアターなど11月11日㈭～18日㈭

中央図書館
☎85–5536



14ー広報とよかわ

新
春
お
笑
い
寄
席 

「
林
家
木
久
扇
＆
三
遊
亭
好
楽 

二
人
会
」

豊
川
文
化
協
会
☎
89
局
７
０
８
２
番

日
時　

２
月
13
日
（
日
）
午
後
２
時
開

演
▼
会
場　

文
化
会
館
▼
入
場
料　

Ｓ

席
＝
３
千
円
▽
Ａ
席
＝
２
千
円
（
全
席

指
定
）
▼
前
売
券　

団
体
（
10
枚
以
上

予
約
の
方
）
＝
11
月
９
日
か
ら
20
日
ま

で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受

け
付
け
。
直
接
、
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
89
局
５
２
１
０
番
）
で
、
豊
川
文

化
協
会
（
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
）

へ
▽
一
般
＝
11
月
21
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
文
化
会
館
（
84
局
８
４
１
１

番
）、
午
前
10
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

（
０
５
７
０

－

02

－

９
９
９
９
・
Ｐ
コ

ー
ド
４
０
７

－

７
０
１
）
で
発
売
。
11

月
23
日
（
火
）
か
ら
は
、
豊
川
文
化
協

会
で
も
発
売

親
子
遊
び
教
室

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
89
局
１
３
９
８
番

日
時　

11
月
９
日
、
12
月
７
日
、
１
月

11
日
、２
月
８
日
の
火
曜
日
で
全
４
回
。

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
▼
会
場

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容　

子
育
て
中
の
親
子
を
対
象
と

し
た
親
子
遊
び
教
室
▼
対
象　

入
園
前

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
89
局
１
３
９
８
番

日
時　

11
月
16
日
（
火
）
午
前
10
時
30

分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
内
容

　

親
子
で
和
太
鼓
を
楽
し
み
ま
す
▼
対

象　

入
園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

１
０
０
人
▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

「
ど
ん
ぐ
り
工
房
」を
開
催

東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園
管
理
事
務
所

☎
87
局
９
３
０
１
番

　

園
内
で
調
達
で
き
る
木
の
実
・
枝
・

葉
な
ど
を
活
用
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

人
形
、
置
物
な
ど
を
工
作
し
ま
す
。

期
日　

11
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
▼
時

間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま

で
▼
会
場　

東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園
管

理
棟
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

ハ
ー
ト
・
イ
ン
・
東
三
河

福
祉
課
☎
89
局
２
１
３
１
番

　

こ
こ
ろ
の
健
康
や
障
害
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
の
催
し
を
行
い
ま

す
。

日
時　

11
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
▼
会
場　

田
原
文
化

会
館
（
田
原
市
田
原
町
）
▼
内
容　

交

　「大いなり楽市」と題し、豊川稲荷周辺の商店
街全域に会場を拡大して開催します。また、豊川
稲荷の秋季大祭の大

だいちょうちん

提灯に合わせ、街中に提灯を
飾り付けます。表参道では、東三河の福祉施設で
作られた授産品を販売する福祉ショップも大集合
します。
日時　11 月 22 日（月）・23 日（火）午前 10 時か
ら午後４時まで ▼募集数　フリーマーケット＝各
日 50 店（車出店可。雨天中止） ▽「いなり楽市」
のイベントボランティア＝若干人 ▼出店料　１ブ
ース 1,000 円 ▼申し込み　電話で、いなり楽市実
行委員会へ（午後４時から８時まで）

いなり楽市実行委員会☎090ー4193－0441

「大いなり楽市」を開催
～フリーマーケット出店者などを募集～

流
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
、
相
談
コ
ー
ナ

ー
、精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰
、

つ
ボ
イ
ノ
リ
オ
さ
ん
ほ
か
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
▼
入
場
費　

無
料
▼
申

し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

国
際
交
流
協
会
☎
83
局
１
５
７
１
番

　

世
界
各
国
の
音
楽
や
踊
り
、
ゲ
ー
ム

と
お
菓
子
を
通
じ
て
、
様
々
な
国
の
人

と
交
流
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、協
会
設
立
20
周
年
を
記
念
し
て
、

本
場
中
国
の
雑
技
と
獅
子
舞
を
披
露
し

ま
す
。

日
時　

12
月
12
日
（
日
）
午
後
1
時
か

ら
４
時
ま
で
▼
会
場　

勤
労
福
祉
会

館
▼
定
員　

４
０
０
人
▼
会
費　

高
校

生
以
上
＝
５
０
０
円
▽
小
・
中
学
生
＝

３
０
０
円
▽
小
学
生
未
満
＝
無
料
▼
申

し
込
み　

11
月
30
日
（
火
）
ま
で
先
着

順
に
受
け
付
け
。
電
話
で
、
国
際
交
流

協
会
へ



（
中
学
生
以
上
）、
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス

（
40
歳
以
上
）、
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
（
男

性
50
歳
以
上
、
女
性
45
歳
以
上
）
の
３

ク
ラ
ス
で
男
女
混
成
の
チ
ー
ム
▽
シ
ニ

ア
の
部
＝
男
女
混
成
の
上
級
者
チ
ー
ム

（
年
齢
制
限
な
し
）
▽
レ
デ
ィ
ー
ス
の

部
＝
女
性
だ
け
の
チ
ー
ム
（
年
齢
制
限

な
し
）
▼
チ
ー
ム
編
成　

各
部
門
と
も

監
督
１
人
と
選
手
５
～
８
人
（
監
督
は

選
手
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
）
▼
参

加
費　

１
チ
ー
ム
１
千
円
▼
申
し
込
み

材
費
と
し
て
８
千
６
９
０
円
が
別
に
必

要
）

■
経
理
事
務
（
中
級
）

日
時　

平
成
23
年
１
月
７
日
か
ら
３
月

11
日
ま
で
で
全
18
回
。
午
前
10
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
10
分
ま
で
▼
会
場　

名

古
屋
経
営
会
計
専
門
学
校
５
号
館
（
名

古
屋
市
千
種
区
）▼
受
講
料　

無
料（
教

材
費
と
し
て
５
千
５
４
０
円
が
別
に
必

要
）
▼
そ
の
他　

日
商
・
全
商
・
全
経

簿
記
３
級
合
格
ま
た
は
同
程
度
の
簿
記

知
識
が
必
要
で
す

共
通
事
項

定
員　

20
人
▼
申
し
込
み　

11
月
１
日

か
ら
22
日
ま
で
受
け
付
け
。
直
接
、
子

ど
も
課
（
本
庁
舎
１
階
）
へ
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

豊
川
市
防
災
講
演
会

防
災
対
策
課
89
局
２
１
９
４
番

日
時　

12
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
か

ら
２
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

御
津
文
化

会
館
▼
講
師
・
内
容　

み
え
防
災
市
民

会
議
議
長
・
山
本
康
史
さ
ん
に
よ
る

「
み
ん
な
で
楽
し
く
防
災
力
を
高
め
る

に
は
？
～
『
土
手
の
花
見
』
で
楽
し
み

な
が
ら
～
」
と
題
し
た
講
演
▼
定
員　

４
０
０
人
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し
込

み　

11
月
30
日
（
火
）
ま
で
、
先
着
順

に
受
け
付
け
。
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
89
局
２
６
５
５
番
）
で
、
防
災
対
策

課
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
で
き
ま
す
▼
そ
の
他　

託
児
（
１

人
に
つ
き
１
０
０
円
が
必
要
）、
手
話

通
訳
も
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
の

利
用
や
、
乗
り
合
わ
せ
で
の
ご
来
場
を

お
願
い
し
ま
す

2010.11. １ー 15

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

交
流
大
会

総
合
体
育
館
☎
86
局
５
１
７
５
番

日
時　

12
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼
対
象　

市

内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
方
▼
部
門

　

ト
リ
ム
（
健
康
）
の
部
＝
ブ
ロ
ン
ズ

５
７
５
７
番
）
へ

母
子
家
庭
の
方
の
就
業
支
援
講
習
会

子
ど
も
課
☎
89
局
２
１
３
３
番

　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
で
、
全

日
程
に
参
加
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

■
医
療
事
務

日
時　

平
成
23
年
１
月
13
日
か
ら
３
月

16
日
ま
で
で
全
18
回
。
午
前
10
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
10
分
ま
で
▼
会
場　

国

際
医
療
管
理
専
門
学
校
名
古
屋
校
（
名

古
屋
市
中
村
区
）▼
受
講
料　

無
料（
教

　プロバスケットボールｂｊリーグ所属の浜
松・東三河フェニックスが、総合体育館でホー
ムゲームを行います。
　日時、対戦相手、入場料は下表のとおりです。
前売券については、サークルＫ、サンクス、チ
ケットぴあ（0570 － 02 － 9999・Ｐコード 593
－ 011）、ローソンなどで発売中です。

市民体育課☎88ー8036

シート区分 前売券 当日券
プラチナシート（１階） 3,500 円 3,800 円

エリア
指定席

（１階）

一般席 2,700 円 3,000 円

小・中学生、高校生 1,800 円 1,900 円

自由席
（２階）

一般席 1,900 円 2,200 円

小・中学生、高校生 1,000 円 1,100 円

浜松・東三河フェニックス
ホームゲームを開催

日時 対戦相手
11 月 27 日（土）午後 6 時開始

仙台 89 ＥＲＳ
11 月 28 日（日）午後２時開始
２ 月 26 日（土）午後６時開始

宮崎シャイニングサンズ
２ 月 27 日（日）午後２時開始

■入場料

■日時・対戦相手

　

11
月
20
日
か
ら

12
月
１
日
の
午
後

５
時
ま
で
受
け
付

け
。
所
定
の
用
紙

に
記
入
の
上
、
総

合
体
育
館
へ

市
民
空
道
体
験
教
室

豊
川
市
空
道
協
会（
古
川
）

☎
０
９
０

－

３
４
４
２

－

３
３
２
９

　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
方

が
、
空
道
の
基
本
を
体
験
で
き
る
教
室

で
す
。

日
時　

11
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時

か
ら
３
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

武
道
館

▼
対
象
・
定
員　

親
子
空
道
体
験
ク
ラ

ス
＝
３
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
＝
10
組
▽
一
般
空

道
体
験
ク
ラ
ス
＝
中
学
生
以
上
＝
10
人

▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

直

接
、
ま
た
は
電
話
で
、
武
道
館
（
84
局



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

　

市
内
に
在
住
の
方
を
対
象
と
し
た
、

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
本
の
修
理
を
学
ぶ
講

座
で
す
。

■
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
学
ぼ
う

日
時　

12
月
７
日
（
火
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
▼
内
容　

テ
ー
マ
を
決
め

て
本
の
内
容
を
紹
介
す
る
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
を
学
び
ま
す

■
本
の
修
理
を
学
ぼ
う

日
時　

12
月
14
日
（
火
）
午
後
１
時
か

ら
３
時
ま
で
▼
持
ち
物　

修
理
す
る
本

１
冊
、
は
さ
み
、
タ
オ
ル
、
も
の
さ
し

共
通
事
項

会
場　

中
央
図
書
館
▼
定
員　

20
人

で
、
豊
川
保
健
所
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
89
局

６
７
５
８
番
）
で
も
申
し
込
み
で
き
ま

すと
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

特
別
講
座
を
開
催

と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

☎
88
局
８
０
３
５
番（
生
涯
学
習
課
内
）

　

初
心
者
の
方
も
楽
し
め
る
季
節
の
簡

単
お
り
が
み
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
か

ら
３
時
ま
で
▼
会
場　

勤
労
福
祉
会
館

▼
講
師　

お
茶
の
水
・
お
り
が
み
会
館

館
長
の
小
林
一
夫
さ
ん
▼
対
象　

18
歳

以
上
の
方
▼
定
員　

80
名
▼
受
講
料　

１
千
円（
教
材
費
を
含
む
。
当
日
集
金
）

▼
持
ち
物　

は
さ
み
、
ボ
ン
ド
、
筆
記

用
具
▼
申
し
込
み　

11
月
16
日
（
火
）

か
ら
、先
着
順
に
受
け
付
け
。
電
話
で
、

と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

へ

16ー広報とよかわ

　11 月 21 日（日）のトヨカワシティマラソ
ン開催に伴い、交通規制が行われます。特に
姫街道や佐奈川沿いの道路では渋滞が予想さ
れます。コース周辺などの皆さんにはご迷惑
をお掛けしますが、ご協力をお願いします。
規制する道路　下図のとおり ▼規制時間　午
前 10 時から正午まで

市民体育課☎88ー8036

トヨカワシティマラソンの開催で	
交通規制が行われます

陸上競技場野球場

市プール

市役所中央図書館

消防署

総合
体育館

金屋橋

開運橋

荒古橋
東門橋

北門橋 ＝規制箇所

自衛隊豊川駐屯地

桜トンネル

規制時間＝10：00～12：00

佐
奈
川

至
豊
川

至
国
府

穂
ノ
原
排
水
路

西門橋

免許
センター

▼
会
費　

無
料
▼
整
理
券　

11
月
９
日

（
火
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
中
央
図

書
館
２
階
事
務
室
で
、
先
着
順
に
配
付

う
つ
病
家
族
教
室

豊
川
保
健
所
☎
86
局
３
６
２
６
番

日
時
・
内
容　

12
月
９
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
＝
「
う

つ
病
へ
の
理
解
」
と
題
し
た
講
話
▽
12

月
14
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

３
時
ま
で
＝
「
う
つ
病
の
人
の
治
療
を

支
え
る
制
度
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

話
▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼
対
象　

う

つ
病
を
治
療
中
の
方
の
家
族
▼
定
員　

50
名
▼
申
し
込
み　

11
月
１
日
（
月
）

か
ら
、
先
着
順
に
受
け
付
け
。
電
話

の
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た

公
売
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
申
し
込
み

は
、
11
月
12
日
午
後
１
時
か
ら
24
日
午

後
11
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
豊
川
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

お
知
ら
せ
」
を
閲
覧
の
上
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

「
と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
の 

講
師
を
募
集
し
ま
す

と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

☎
88
局
８
０
３
５
番（
生
涯
学
習
課
内
）

　

平
成
23
年
度
前
期
（
４
月
か
ら
９
月

ま
で
）
の
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学

習
課
（
音
羽
庁
舎
２
階
）、
各
公
民
館
、

一
宮
・
音
羽
・
御
津
・
小
坂
井
生
涯
学

習
会
館
、
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
中

央
図
書
館
、
勤
労
福
祉
会
館
に
設
置

し
て
あ
る
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
参
加

申
し
込
み
を
受
け
付
け

収
納
課
☎
89
局
２
１
６
２
番

　

市
で
は
、
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押

さ
え
た
財
産
に
つ
い
て
、「
ヤ
フ
ー
」

覧
い
た
だ
け

ま
す
。

応
募
資
格　

18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生

を
除
く
）
▼

募
集
期
間　

11
月
１
日
か

ら
30
日
（
＝

必
着
）
ま
で
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信用保証付融資に係る保証料の補助を拡大しています
商工観光課☎89－2140
　急激な経済・雇用情勢の悪化に対処するための緊急経済対策として、信用保証
付融資に係る保証料の補助対象を下表のとおり拡大しています。
◎セーフティネット保証５号の認定と補助
　必要な事業資金の円滑な調達に支障をきたしている中小企業の皆さんに対し、資金繰りを応援す
る国の「景気対応緊急保証」制度に係る「セーフティネット保証５号」の認定を市で行っています。
それに伴い、セーフティネット保証５号に基づく融資の場合の信用保証料も補助対象としています。
◎市制度融資に係る信用保証料の補助の拡充
　商工業振興資金、豊川市小規模企業事業資金、豊川市設備近代化特別資金の各制度融資で借入を
した場合で、一定要件を満たす方は、愛知県信用保証協会へ支払った信用保証料の一定額を市が補
助しています。また、この市制度融資に係る実質借入額が 200 万円を超える部分の信用保証料補助
の補助率を拡充しています。なお、対象となる市制度融資の内容については、下表のとおりです。

制度名 商工業振興資金
豊川市小規模企業事業資金 豊川市設備近代化特別資金

通常資金 小規模企業資金

対象

市内に主たる事業所を有し
ていること。従業員が 50
人（商業・サービス業にあ
っては 30 人）以下

市内に主たる事業所を有し
ていること。従業員が 20
人（商業・サービス業にあ
っては５人）以下

市内において引き続き６カ
月以上その事業を営んでい
ること。従業員が 20 人（商
業・サービス業にあっては
５人）以下

市内に居住し、市内に一定の
事業所を有する中小商工業
者で、市内で１年以上引き続
きその事業を適法に営んで
いること

資金使途 事業上の設備資金・運転資金 事業上の設備資金・運転資金 事業上の設備資金・運転資金 設備資金（ただし車両は除く）
貸付
金額 5,000 万円以内 既存の保証付融資残高との

合計が 1,250 万円以内
既存の保証付融資残高との
合計が 1,250 万円以内 5,000 万円以内

期間
および
利率

３年以内…1.6％
５年以内…1.7％
７年以内…1.8％

３年以内…1.4％
５年以内…1.5％
７年以内…1.6％

３年以内…1.3％
５年以内…1.4％
７年以内…1.5％

５年以内…1.7％ ▽７年以内…1.8％
10年以内 …2.1％ ▽15 年以内…2.6％

（店舗・工場などの新築に限る）

受付場所 取扱金融機関 商工観光課・取扱金融機関 商工観光課・取扱金融機関 取扱金融機関

その他 保証人＝法人・代表者だけ

▽担保＝原則不要
保証人＝法人・代表者だけ

▽担保＝原則不要
保証人＝法人・代表者だけ

▽担保＝原則不要
保証人＝法人・代表者だけ ▽

担保＝原則不要

愛知県の最低賃金
　愛知県の最低賃金は、10 月 24 日から時間額 745 円に改正されました。なお、愛知県の産業別最低賃金（７業種）については、
審議中ですので、今後の改正状況に注意してください。問合せ先　豊橋労働基準監督署（0532 － 54 － 1192）

女
性
に
対
す
る 

暴
力
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

生
活
活
性
課
☎
89
局
２
１
６
５
番

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は
、「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期

間
で
す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、

性
犯
罪
、
売
買
春
・
人
身
取
引
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
な
ど
は
、
人
権
を
著
し
く
侵
害

す
る
も
の
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要

な
課
題
で
す
。「
少
し
く
ら
い
な
ら
暴

力
と
言
え
な
い
の
で
は
」
と
考
え
ず
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎〈
０
５
２
〉９
５
２
局
８
１
１
１
番

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
、
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ

い
て
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

市
遺
児
の
育
成
を
は
か
る
手
当
を 

11
月
15
日
に
支
払
い
ま
す

子
ど
も
課
☎
89
局
２
１
３
３
番

　

市
遺
児
の
育
成
を
は
か
る
手
当
を
11

月
15
日
（
月
）
に
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

手
当
月
額
は
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

２
千
１
０
０
円
で
す
。
今
回
、
お
支
払

い
す
る
の
は
、
８
月
分
か
ら
11
月
分
ま

で
の
手
当
で
す
。
個
別
の
通
知
は
し
ま

せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
方
は
、
預
金
通

帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
分
青
色
決
算
等
説
明
会

豊
橋
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

☎〈
０
５
３
２
〉52
局
６
２
０
１
番

日
時　

12
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

文
化

会
館
中
ホ
ー
ル
▼
内
容　

決
算
書
な
ど

の
説
明
会
▼
そ
の
他　

昨
年
、e-T

ax

を
ご
利
用
さ
れ
た
方
は
、
青
色
申
告
決

算
書
な
ど
の
書
類
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
決
算
書
な
ど
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

11
月
は
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

生
涯
学
習
課
☎
88
局
８
０
３
５
番

　

11
月
は
「
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月

間
」
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、「
育
て
よ

う 

自
分
に
勝
て
る
子 

負
け
な
い
子
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
校
区
青
少
年
健
全

育
成
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
、
街
頭
で
啓
発
活
動
な
ど
を
行

い
ま
す
。

開
設
日

11
月
15
日
～
21
日

時
間

平
日

午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時

土
・
日
曜
日
午
前
10
時

～
午
後
５
時

電
話
番
号
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

掲載誤りをお詫びします
　広報「とよかわ」10 月
15 日号でお知らせしまし
た「防火作品の優秀作品決
まる」の記事のうち、ポス
ターの部金賞の鈴木杏奈さ
んの学校名が「豊小５」と
あるのは、「豊川小５」の
誤りでした。訂正してお詫
び申し上げます。
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12月の無料市民相談 お気軽にお越しください。
市民相談室（市役所北庁舎４階）☎89－2104
市民よろず相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
行政よろず相談（電話相談可） 2・9・16日 13：00～16：00
人権よろず相談（電話相談可） 6・13・20・27日 13：00～16：00
若者就職相談（予約優先）

（予約は☎89－2140） 10･24日 13：00～16：00
消費生活センター（市役所北庁舎４階）☎0570－064－370
消費生活相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
多重債務相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
弁護士による多重債務者
相談（予約制）

（予約は☎89－2238）
7日 　9：00～12：00

プリオ窓口センター市民相談室（プリオ５階）☎82－1305
法律相談（予約制）

（予約は☎89－2104） 4・11・16・18・22・25日 13：00～16：00
女性悩みごと相談（電話相談可） 3･17日 10：00～15：00
登記相談 1・15日 13：00～16：00
測量相談 10日 13：00～16：00
建築相談 24日 13：00～16：00
労働相談 9日 13：00～16：00
発明考案相談 2・16日 10：00～12：00
若者自立支援相談

（内容などの問い合わせは☎67－3201） 2・16日 13：00～16：00
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
行政よろず相談 12月はありません 13：00～16：00
音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
行政よろず相談 28日 13：00～16：00
御津生涯学習会館☎76－4714（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 16日 13：00～16：00
小坂井生涯学習会館☎72－2165（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権行政よろず相談 21日 13：00～16：00
小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権行政よろず相談 22日 10：00～12：00

健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 8日 13：30～15：30
御津福祉保健センター☎77－1500（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 8日 13：30～15：30
小坂井生涯学習会館☎72－2165（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 21日 13：30～15：30
小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
心配ごと相談・知的障害者相談 22日 10：00～12：00
ウィズ豊川☎83－5211（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
内職相談 毎週金曜日 10：00～15：00
聴覚障害相談 7日 13：00～16：00
知的障害者相談 8日   9：00～14：30
障害者よろず相談 8日 13：30～15：30
障害者就労支援相談（予約制）

（予約は☎0532－69－1323） 9･25日 10：00～15：00
市役所子ども課（本庁舎１階）☎89－2133
母子相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
子育て支援センター（プリオ５階）☎89－1398・市内各保育園
乳幼児
子育て相談

子育て支援センター 毎週月～金曜日 10：00～18：00
各保育園 毎週月～金曜日 10：00～15：00

少年愛護センター（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－5756
家庭児童相談室（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－1329
児童・青少年相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
心理教育相談室「ゆずりは」（勤労福祉会館）☎88－8033
心理教育相談（予約制） 毎週月～金曜日 13：30～17：30
心理教育相談室「ゆずりは」分室（音羽庁舎４階）☎88－8033
心理教育相談（予約制） 毎週火・木曜日 13：30～17：30
心理教育相談室「ゆずりは」分室（小坂井庁舎２階）☎88－8033
心理教育相談（予約制） 毎週火・木曜日 13：00～17：00

　

市
で
は
、
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
各
地
区
の
避
難
所

が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う

に
、
運
営
方
法
を
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
中
で
避
難
所
で
の
ペ
ッ

ト
の
扱
い
に
つ
い
て
も
取
り

決
め
て
い
ま
す
。

　

避
難
の
際
に
一
緒
に
連
れ

て
き
た
ペ
ッ
ト
は
、
ペ
ッ
ト

登
録
台
帳
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
避
難
所
の
管
理
者
に

届
け
出
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
飼
育
に

つ
い
て
は
、
室
内
に
入
れ
る

こ
と
は
禁
止
し
て
い
ま
す
の

で
、
屋
外
に
専
用
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
、
飼
い
主
の
方
に
清

掃
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

避
難
所
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
共
同
生
活
を
行
う
場
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
互
い
に

協
力
し
合
い
、
避
難
生
活
を

送
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　

避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
に
関

す
る
苦
情
や
危
害
の
防
止
は
、

飼
い
主
の
方
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ　

防
災
対
策

課
（
89
局
２
１
９
４
番
）

ご意見やご要望はこちらへ

お問い合わせ◎秘書課（89‐2121）

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
避
難
に

つ
い
て
、
市
で
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
ま
す
か

◦「市民何でも意見箱」
　市役所、一宮・音羽・御津・小坂井支所、
プリオ窓口センターに設置
◦「市民何でも意見メールボックス」
　市ホームページのトップページから
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合
併
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

さ
だ
ま
さ
し
ス
ー
パ
ー
ア
コ
ー
ス
テ
ッ
ィ
ク

ア
ン
コ
ー
ル  

予
感
＋

　

市
で
は
、
新
豊
川
市
の
誕
生
を
記
念

し
て
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
に
よ
る
合
併
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
は
、
毎
年
１
０
０

回
に
も
及
ぶ
全
国
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

を
行
い
、
年
間
20
万
人
を
超
え
る
観
客

を
動
員
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
魅
力
や
心
温
ま
る

ラ
イ
ブ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
御
津
文
化
会
館

（
76
局
３
７
２
０
番
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
25
日
（
金
）
午
後
６
時

開
演

◆
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◆
出
演　

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
ほ
か

◆
入
場
料　

７
千
３
５
０
円
（
全
席
指

定
。
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
）

◆
前
売
券　

11
月
28
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
、
文
化
会
館
、
桜
ヶ
丘
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー
ル
、
御

津
文
化
会
館
、
小
坂
井
文
化
会
館
で

発
売

◆
そ
の
他　

前
売
券
発
売
日
に
購
入
希

望
者
が
多
数
と
な
っ
た
場
合
、
１
回

の
購
入
に
つ
き
、
１
人
２
枚
ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

な
ぜ
江
戸
の
町
は
ご
み
が
な
か
っ
た

の
か
。
古
典
落
語
「
井
戸
の
茶
碗
」
を

題
材
に
し
た
、
人
を
信
じ
る
心
や
人
情

を
ほ
の
ぼ
の
と
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ

る
演
劇
で
す
。　

◆
日
時　

１
月
16
日
（
日
）
午
後
３
時

開
演

◆
会
場　

御
津
文
化
会
館
（
ハ
ー
ト
フ

ル
ホ
ー
ル
）

◆
出
演　

前
進
座

◆
入
場
料　

一
般
＝
２
千
円
▽
高
校
生

以
下
＝
１
千
円
（
全
席
指
定
）

◆
前
売
券　

11
月
14
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
、
御
津
文
化
会
館
、
桜
ヶ
丘

さだまさしさん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー
ル
、

小
坂
井
文
化
会
館
、
文
化
会
館
で
発

売
◆
問
合
せ
先　

御
津
文
化
会
館
（
76
局

３
７
２
０
番
）

　

横
山
大
観
や
川
合
玉
堂
な
ど
「
水
」

を
描
い
た
名
品
を
全
国
の
美
術
館
か
ら

集
め
た
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
川
や

海
の
情
景
か
ら
日
常
生
活
ま
で
、
人
々

の
心
情
と
交
わ
り
な
が
ら
変
化
す
る
水

の
情
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
85

局
３
７
７
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
会
期　

11
月
19
日
か
ら
12
月
19
日
ま

で
（
月
曜
日
は
休
館
。
た
だ
し
、
11

月
23
日
は
開
館
）

◆
時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
（
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

◆
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
入
場
料　

一
般
＝
４
０
０
円
（
当
日

券
は
６
０
０
円
）
▽
学
生
以
下
＝
無

料
◆
主
な
出
品
作
家
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

　

上
田
薫
、
小
野
竹
喬
、
川
合
玉
堂
、

杉
本
健
吉
、
千
住
博
、
高
山
辰
雄
、

竹
内
栖
鳳
、
道
家
珍
彦
、
徳
岡
神
泉
、

東
山
魁
夷
、
平
川
敏
夫
、
福
田
平
八

郎
、
山
口
薫
、
横
山
大
観
ほ
か

◆
そ
の
他　

会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
作
品
解
説
会
や
水
墨
画
・
年
賀

状
作
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
文
化

振
興
課
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展

水
の
表
現
展

川合玉堂「鵜飼」

前
進
座
公
演

く
ず
ー
い
屑
屋
で
ご
ざ
い
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（11月16日～12月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。

桜ヶ丘ミュージアム☎85－3775／音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010
御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720／小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
桜ヶ丘ミュージアム 

「ライア（竪琴）、オカリナ、歌によるコンサート」
11月21日
11：00～・13：30～ 桜ヶ丘ミュージアム 無料、当日会場へ

せせらぎたいむ 
「クリスマスコンサート」 12月25日14：00～ 音羽文化ホール

（ウィンディアホール）
500円（お菓子・飲み物付き）、11月20日（土）から音
羽文化ホールで前売券を発売

さわやか音楽会 
「唄と筝でつづる新春の調べ」 １月14日19：00～ 小坂井文化会館

（フロイデンホール）
500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付
き）、小坂井文化会館で前売券を発売中

さわやか音楽会 
「小さな小さなお話」 １月27日10：00～ 小坂井文化会館

（フロイデンホール）
500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付
き）、小坂井文化会館で前売券を発売中

あったかハートのコンサート 
「駆け回る20本の指～五線譜を大行進！～」１月27日19：00～ 御津文化会館 

（ハートフルホール）
500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付き）、
11月14日（日）から御津文化会館で前売券を発売

さわやか音楽会 
「飛翔 ＮＥＯ 津軽三味線」 ２月３日10：00～ 小坂井文化会館

（フロイデンホール）
500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付
き）、小坂井文化会館で前売券を発売中

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
デザイン書道作家 鈴木愛小品展 11月２日～23日 いっぷく亭 無料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
趣味の会 作品展 11月16日～30日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
花と妖精 ＰartⅢ 布花と創作人形 11月17日～28日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
グループかたつむり作品展 11月18日～21日 勤労福祉会館 無料、かたつむり（平岡）☎85－3549
市民呈茶（裏千家） 11月20日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会☎89－7082
中部歌連2000年会
カラオケ発表会 11月21日９：30～ 一宮生涯学習会館 無料、豊川文化協会歌謡部 一宮カラオケ会

（今川）☎93－2356

第７回 雅會発表会 11月21日10：00～ 小坂井文化会館 無料（要整理券）、津軽三味線 雅會
（近田）☎0532－62－9896

豊川閣寺宝館 平成22年冬季宝物展 11月25日～12月26日 豊川閣寺宝館 有料、渡辺小華「歳寒三友」ほか、豊川閣寺宝館☎85－2030
「月にうさぎがとびはねて」ＰartⅦ 
ニットと布の共演 12月１日～12日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482

子どもたちとガラス絵 12月２日～14日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
第211回高学年部例会

「君がいるから」 12月５日18：00～ ゆうあいの里多目的ホール 会員無料、豊川おやこ文化の会（向出）☎86－6698

市民呈茶（煎茶：薫風流） 12月11日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会☎89－7082
第29回一秀会カラオケ歌謡まつり 12月12日10：00～ 文化会館大ホール 無料、一秀会（前沢）☎87－3775
市民月例茶会（裏千家・煎茶：薫風流）12月12日10：00～ 地域文化広場 有料、豊川文化協会茶道部☎89－7082

　大森運夫は大正６（1917）年、三上町に生まれ
ました。岡崎師範学校（現在の愛知教育大学）を
卒業後、牛久保尋常高等小学校や南部中学校など
で教員として勤めていました。
　昭和 25（1950）年に日本画家・中村正義さん
の影響で日本画を始め、新制作展や日展での入選

を果たしました。その後、
画業に専念するため教職 地鳴りⅡ／1971年
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運
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夫
お

〈Vol.5〉

1917年～

を退き、昭和 37（1962）年に関東へ転居しました。
　独学で身につけた力強い画法が彼の特徴で、労
働者や祭り、浄瑠璃人形などをテーマに一貫して
人間の生きる姿を描き続けています。



◦保健センター☎89-0610　◦健康福祉センター☎92-1388　◦音羽福祉保健センター☎88-7723
◦御津福祉保健センター☎77-1500　◦休日夜間急病診療所☎89-0616　◦消防署☎89-0119

◦豊川歯科医療センター☎84-7757　◦救急医療情報センター☎（0532）63-1133

◦保健センター ☎89-0610　　電話番号はよく確かめて
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　心の病を心配している方やそ
の家族の方、ご参加ください。
日時　11 月 15 日（月）13：30
～ 15：40（１人１時間程度）

▼会場　保健センター ▼内容　
保健師による心の相談 ▼申し込
み　電話で、心の電話相談専用
電話（95 － 0783）へ

心の健康相談「ポラリス」

つかもう元気会「たまり場」

　「出掛ける場所が欲しい」「誰
かと話がしたい」と思っている
方、ぜひお越しください。
期日・会場　下表のとおり ▼時
間　９：45 ～ 11：00 ▼内容　
簡単体操・ストレッチ、脳トレー
ニング、交流など ▼対象　市内
に在住のおおむね 65 歳以上の
方 ▼申し込み　当日、会場へ ▼

問合せ先　介護高齢課（89 －
2173）

　いつまでも若々しく日常生活
を過ごす方法を、仲間と一緒に
活動しながら見つけませんか。
会場・時間・期日　下表のとお
り ▼内容　元気づくりの秘けつ、
体力テスト、こころチェック、

簡単体操、交流など ▼対象　市
内に在住のおおむね 65 歳以上
で、いつまでも若々しくありた
いと思っている方 ▼申し込み　
当日、会場へ ▼問合せ先　介護
高齢課（89 － 2173）

つかもう元気会「ちから塾」

　うつ傾向の人の接し方に悩ん
だことがある人、うつ病につい
て関心のある人、この機会にう
つ病についての理解を深めてみ
ませんか。
日時　11 月 26 日（金）10：00
～ 12：00 ▼会場　豊川市医師

健康のための体操教室

　「若いころに比べて体重が減
りにくくなってきた」と感じて
いる方にお勧めの初心者向けの
教室です。
日時　12 月８日から２月 16 日
までの水曜日で全 10 回。13：
30 ～ 15：00 ▼会場　総合体育
館 ▼対象　市内に在住の方 ▼

定員　30 人 ▼持ち物　運動の
できる服装、タオル、室内用

靴、飲み物 ▼申し込み　11 月
12 日（金）から受け付け。電
話で、保健センターへ。応募者
多数の場合は、初参加の方を優
先

認知症を学ぶ会「わかば会」

　介護者との交流や情報交換を
しながら、認知症という病気を
さまざまな面から学びます。
日時　11 月 16 日（火）13：30

～ 15：00 ▼会場　保健センタ
ー ▼対象　介護者、認知症高齢
者に関心がある方 ▼申し込み　
当日、会場へ　　

会
場

　御津福祉
　保健センター 保健センター 一宮生涯学習会館 南部地域包括

支援センター
曜
日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日
時
間13：45 ～ 15：00 ９：45 ～ 11：00 ９：45 ～ 11：00 ９：45 ～ 11：00
期
間

11 月 22 日から
 ３ 月 14 日まで

11 月 30 日から
 ３ 月 22 日まで

11 月 24 日から
 ３ 月 23 日まで

11 月 25 日から
 ３ 月 24 日まで

会館 ▼講師・テーマ　藤田ここ
ろケアセンター・鈴木竜世医師
による「病気の理解と家族の接
し方」と題した講演 ▼定員　50
人 ▼申し込み　11 月１日（月）
から先着順に受け付け。電話で、
保健センターへ

うつ病講演会

期　日 会　場
毎週火曜日 南部地域包括支援センター
毎週木曜日 地域文化広場
※祝日・12月21日～１月６日を除く ※祝日・12月21日～１月６日を除く 
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育児相談

乳幼児健診

受付時間　13：00 ～ 13：30 ▼申し込み　当日、会場へ ▼その他　
４カ月児健診では読み聞かせが、１歳６カ月児健診ではフッ素塗布
が、３歳児健診では尿検査があります。２歳児歯科健診でフッ素塗
布の希望者は、640 円（おつりのいらないように）が必要です

子ども栄養相談

日時　11 月 12 日（金）13：30
～ ▼会場　保健センター ▼相談
員　小児科医、栄養士 ▼対象　
肥満傾向や食事などについて心
配のある就学前の子どもとその
保護者 ▼定員　２～３人 ▼申し
込み　電話で、保健センターへ

期日・会場 対　　　象 持　ち　物

４カ月児健診

11 月 10 日（水） 22 年 ７月 １日から 10 日
までに生まれた子ども

バスタオル

保健センター
11 月 24 日（水） 22 年 ７月 11日から 20 日

までに生まれた子ども音羽福祉保健センター
12 月  １ 日（水） 22 年 ７月 21日から 31 日

までに生まれた子ども保健センター

１歳６カ月児
健診

11 月 25 日（木） 21 年 ５月 11日から 20 日
までに生まれた子ども

歯ブラシ

保健センター
12 月  ２ 日（木） 21 年 ５月 21日から 31 日

までに生まれた子ども保健センター
12 月 14 日（火） 21 年 ６月  １日から 10 日

までに生まれた子ども健康福祉センター

２歳児歯科健診

11 月 17 日（水） 20 年 11月 11日から 20 日
までに生まれた子ども

歯ブラシ

保健センター
11 月 30 日（火） 20 年 11月 21日から 30 日

までに生まれた子ども保健センター
12 月 ７ 日（火） 20 年 12月  １日から 10 日

までに生まれた子ども御津福祉保健センター

３歳児健診

11 月 11 日（木） 19 年 ８月 11日から 20 日
までに生まれた子ども

目と耳の検査用紙
（ 自 宅 で 実 施 し、
受付時に提出）

御津福祉保健センター
11 月 18 日（木） 19 年 ８月 21日から 31 日

までに生まれた子ども保健センター
12 月 ８ 日（水） 19 年 ９月１ 日から 10 日

までに生まれた子ども保健センター
　 ▼母子健康手帳、赤ちゃんノートの健康診査票、筆記具をお忘れなく。
　 ▼受診日や会場の都合が悪い方は、保健センターへご連絡ください。

　期　　日　　　会　　場
11月９日（火）	 小坂井生涯学習会館
11月22日（月）	 保健センター
11月24日（水）	 御津福祉保健センター
受付時間　９：30 ～ 10：30 ▼

内容　育児・生活習慣の相談、
体重測定など ▼持ち物　母子健
康手帳、乳児の場合はバスタオ
ル ▼申し込み　当日、会場へ

食べ方と栄養の相談
日時　11 月 24 日（水）９：
30 ～ 11：30 ▼会場　保健
センター ▼対象　食生活に
疑問をお持ちの方 ▼申し込
み　電話で、保健センター
へ

ママのための体操教室

日時　11 月 25 日から 12 月 16
日までの毎週木曜日で全４回。
10：00 ～ 11：00 ▼会場　健康
福祉センター ▼対象　平成 22
年４月・５月に生まれた子ども
とその保護者 ▼定員　25 組 ▼

持ち物　運動のできる服装、タ
オル、飲み物 ▼申し込み　11
月 15 日（月）８：30 から、先
着順に受け付け。電話で、保健
センターへ

　ママにぴったりの栄養バラン
スと簡単レシピを、「手ばかり」
などで紹介します。
期日　11 月 17 日（水） ▼受付
時間　９：45 ～ 10：00 ▼会場
保健センター ▼対象　妊娠中の
方、産後１年以内の方 ▼申し込
み　当日、会場へ　

プレママのバランスごはん塾
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広　告

　豊津町に「大和の大イチョウ」と呼ばれる、打ち出の小づちのようにも見える巨木があります。
この大イチョウは、この地にあった大和尋常高等小学校の新築を記念して、約 85 年前に植樹され
たそうです。現在では高さ約 25 ㍍、枝は水平方向に 10 ㍍以上伸びています。昨年の台風 18 号
により、枝が折れ、葉が飛び、そして潮風による被害を受けました。一時はもう芽が出ないのでは
ないかと心配しましたが、地域の人たちを中心に大イチョウを愛する多くの皆さんの支援によって、
この夏、青々とした葉がたくさん付きました。
　そして、この大イチョウの下には「かいじゅう」
がいます。これは、旧大和小学校の児童が卒業記
念に作った作品だそうです。セメントで作られた
かいじゅうの正体は不明ですが、学校が廃校とな
った今でもかいじゅうは、大イチョウと広場に集
う人たちを静かに見つめています。
　11 月 27 日（土）に一宮ウォーキング大会が
行われます。また、大和の大イチョウ前で観光物
産展も開催されます。ぜひ、この機会に黄色に色
づいた大イチョウとかいじゅうをご覧ください。

大和の大イチョウとかいじゅう

一宮総合支所

至新城
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